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１．地震の発生メカニズム 

 ・近く発生が恐れられている東海地震の場合、太平洋側のフィリピン海プレートと陸側のユー

ラシアプレートにより引き起こされます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料④ 

災害に関する基礎知識（地震編） 

①フィリピン海プレートが

年数ｃｍの割合で、ユーラ

シアプレートの方へ移動

し、下へ沈み込みます。 

②ユーラシアプレートの先

端部が引きずり込まれ、ひ

ずみが蓄積します。 

③ひずみが限界に達した時、

ユーラシアプレートが跳ね

上がり、地震が発生します。

その際、津波が発生する場

合もあります。 
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２．東海地震について 

 ・東海地震の想定震源域では、概ね 100～150 年の間隔で大きな地震が発生してきました。

しかし、1854 年の安政東海地震以降、15８年間大地震が発生しおらず、今後大地震がい

つ発生してもおかしくない状況下にあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．東海地震の被害想定 

・東海地震の静岡県第３次被害想定では、浜 

松市内で震度５強～７の発生が想定されて 

います。 

・震度とは、地震発生時のある場所での揺れ程度表す

値です。震度は以下の 0～7 で 10 段階に区分され

ます。 

 

東海地震による 

推定震度分布 

静岡県第３次被害想定 

（平成 13 年 5 月公開） 

【参考】東日本大震災時の震度 

・仙台市：震度６強 

・浜松市：震度３ 
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●地震の揺れと震度 

凡例 段階 体 感 屋内の状況 屋外の状況 

 ０ ・人は揺れを感じない   

 
１ 

・屋内にいる人の一部がわ
ずかな揺れを感じる 

  

 
２ 

・屋内にいる人の多くが、
揺れを感じる。 

・眠っている人の一部が目
を覚ます。 

・電灯などのつり下げ物が
わずかに揺れる。 

 

 
３ 

・屋内にいる人のほとんど
が揺れを感じる。 

・恐怖を感じる人もいる。

・棚にある食器類が音を立
てることがある。 

・電線が少し揺れる。 

 

４ 

・かなりの恐怖感があり、
一部の人は身の安全を図
ろうとする。 

・眠っている人のほとんど
が目を覚ます。 

・つり下げ物は大きく揺れ、
棚にある食器類は音を立
てる。 

・座りの悪い置物が倒れる
ことがある。 

・電線が大きく揺れる。 
・歩いている人も揺れを感

じる。 
・自動車を運転していて、

揺れに気付く人がいる。

 

５弱 

・多くの人が身の安全を図
ろうとする。 

・一部の人は行動に支障を
生じる。 

・つり下げ物は激しく揺れ、
棚にある食器類、書棚の
本が落ちる。 

・座りの悪い置物の多くが
倒れ、家具が移動するこ
とがある。 

・窓ガラスが割れて落ちる
ことがある。 

・電柱が揺れるのがわかる。
・補強されていないブロッ

ク塀が崩れることがあ
る。 

・道路に被害を生じること
がある。 

 

５強 

・非常な恐怖感を感じる。
・多くの人が行動に支障を

感じる。 

・棚にある食器類、書籍の
本の多くが落ちる。 

・テレビが台から落ちるこ
とがある。 

・タンスなどの重い家具が
倒れることがある。 

・変形によりドアが開かな
くなったり一部戸が外れ
ることがある。 

・補強されていないブロッ
ク塀の多くが崩れる。 

・据付けが不十分な自動販
売機が倒れることがあ
る。 

・多くの墓石が倒れる。 

 
６弱 

・立っていることが困難に
なる。 

・固定していない重い家具
の多くが移動、転倒する。

・開かなくなるドアが多い。

・かなりの建物で壁のタイ
ルや窓ガラスが破損、落
下する。 

 

６強 

・立っていることができず、
はわないと動くことがで
きない 

・固定していない重い家具
の多くが移動、転倒する。

・戸がはずれて飛ぶことが
ある。 

・多くの建物で壁やタイル
が破損、落下する。 

・補強されていないブロッ
ク塀のほとんどが崩れ
る。 

 

７ 

・揺れに翻弄され、自分の
意志で行動できない。 

・ほとんどの家具が大きく
移動し、飛ぶものもある。

・ほとんどの建物で壁のタ
イルや窓ガラスが破損、
落下する。 

・補強されたブロック塀も
破損するものがある。 

※凡例の色は前頁の推定震度分布図に対応 
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４．液状化について 
●液状化発生の仕組み 

・一般に、地盤は土や砂、水、空気などで構成されています。 

・その中でも、液状化現象が起こりやすい地盤と言われるのは、海岸や川のそばの比較的地盤 

がゆるく（しめかためられていない）、地下水位が高い砂地盤などです。 

 
 
 
 
 
 

図－3 のように、バラバラに

なった砂の粒が沈んで、地面

に水が出てきています。ま

た、地面の裂け目から砂まじ

りの水が噴き出すことがあ

ります（噴砂）。 
出典：国土交通省北陸地方整備局ホームページ 
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●静岡県第３次地震被害想定（2001 年策定）での推定液状化範囲 
・浜松市では、沿岸部及び河川沿いの埋立地、砂質・泥質・砂泥質地盤を中心に、液状化の危

険度が高い想定となっています。 

 

 
 
 
 
 

出典：浜松市ホームページ
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１．津波が発生するしくみ 

 

●発生のしくみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：静岡県危機管理局資料 

 

●津波と高波の違い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害に関する基礎知識を知ろう（津波編） 

津 波 

高 潮 

★台風などによって発生する 

★地震によって発生する 
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２．津波の速さ、高さ 

●津波の速さ、高さのイメージ ※地上での津波高は地震の規模や地形条件によって変わります 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：内閣府資料 

 
●水深が浅くても威力はすさまじい 

 
 
 
 
 
 

⇒100ｍを 10 秒で走る速さ 

⇒時速９ｋｍ 
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３．浜松市の想定津波高さ、到達時間（既往資料より） 

●静岡県第３次地震被害想定（2001 年策定）での推定津波浸水域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：浜松市ホームページ 

 

●内閣府有識者会議発表の想定津波高さ（2012.3 発表） 

・太平洋の南海トラフにおいて、マグニチュード（Ｍ）９級の巨大地震（東日本大震災と同等）

が発生したとの想定で、津波高が推定されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：中日新聞（2012.4.16）
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４．津波発生時の避難の心得 

 

 

 

 

 

 

 

出典：静岡県危機管理局資料
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１．水害の種類 

  ①外水氾濫 

 

 

 

 

 

  ②内水氾濫 

 

 

 

 

 

  ③その他 

 

 

 

 

 

 

２．雨の降り方と洪水発生のしくみ 

●雨の強さと降り方 

 

災害に関する基礎知識（水害編） 

・河川の堤防が壊れたり、水が堤防を越

えて市内に浸水することを言います。 

・洪水ハザードマップはこの外水氾濫を

想定して作成されています。 

・大雨で河川の水位が上がり、市内に降っ

た雨が河川に排出できずにそのまま溜

まってあふれることです。 

・外水・内水氾濫以外にも天竜川の水位が

上がった場合、地下水の影響で冠水する

ことがあります。 

・堤防付近の居住者は早期の避難が必要と

なります。 

１時間雨量 
（ｍｍ） 

人の受ける 
イメージ 

屋外の様子 災害発生状況 

10 以上 20 未満 ザーザーと降る 
地面一面に水たまりが

できる 
・長く続く場合は注意が必要 

20 以上 30 未満 どしゃ降りの雨 
大小の水路があふれる

こともある 

・側溝や下水、小河川が溢れ、小規模

な崖崩れが始まる 

30 以上 50 未満 
バケツをひっくり返

したような雨 
道路が川のようになる 

・崖崩れが発生しやすくなり、危険地

帯では避難準備が必要 

・下水管から雨水があふれる 

50 以上 80 未満 
滝のように降り、先が

見えないほどの雨 

・地下室や地下街に雨水が流れ込む 

・マンホールから水が噴出 

・土石流が発生しやすい 

80 以上 

息苦しくなるような

圧迫感、恐怖を感じる

雨 

水しぶきであたり一面

が白っぽくなり、視界が

悪くなる 
・大規模な災害発生の恐れがあり、厳

重な警戒が必要 
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●天竜川の洪水発生のしくみ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

●馬込川･安間川・新川の洪水発生のしくみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・天竜川の流域面積（降った雨が集まる範囲）は広く、

長野県などに渡ります。 

・天竜川は他の中小河川（安間川、馬込川など）とは

異なり、広い流域全体に大雨が降らない限り洪水は

発生しにくいですが、一度洪水が発生すると大規模

な洪水につながります。 

・流域が長野県にまたがることから、浜松市内で雨が

降っていない場合でも洪水発生の可能性がありま 

す。そのため、長野県周辺の停滞前線や大きな台風

上陸にも注意が必要です。 

・安間川、馬込川、新川は天竜川に比べて流

域面積が小さく、降った雨がすぐに川に流

れ込みます。 

・そのため、局所的な集中豪雨は中小河川の

氾濫や内水氾濫の原因になります。 

・近年は局所的な集中豪雨（１時間に 100mm

以上の強雨）が全国で多発しており、静岡

県内の気象台観測所（6 箇所）でも集中豪

雨が多発する傾向にあります。 

・平成 16 年には、時間 70mm 以上の大雨

が静岡県内で 3 回も発生しています。 
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３．洪水時の状況 

 

●河川の水位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●洪水の時の水の深さの目安（洪水ハザードマップにおける水深表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浸水時、大人が歩ける水深

は 30～50cm（膝までの

高さ）といわれています。 
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１．土砂災害の仕組み 

 ①土石流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②がけ崩れ・山崩れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※急傾斜地崩壊危険箇所：勾配 30 度以上、高さ 5ｍ以上の急傾斜地に面する人家などが、が

け崩れの被害を受ける危険があるところ 

 ※急傾斜地崩壊危険区域：急傾斜地崩壊危険箇所のうち、法律で指定されているところ 

・山腹や川底の石や土砂が、長雨や集中豪雨 

などの大量の水と一緒になって、津波のよう 

に襲ってくる災害です。 

・流下速度は 20～40 ㎞/h（自動車並みの 

スピードです。 

・象の数倍の大きな岩が混じった土石流もあり、 

家や田畑を押し流してしまいます。 

災害に関する基礎知識（土砂災害編） 

・斜面が突然崩れ落ちる災害です。 

・崩れた土砂は斜面の約２倍の距離まで届く 

ことがあります。 

・地震や、大雨、長雨で地面に水がしみこん 

 で発生しますが、前触れがあまりなく突然 

発生します。 

・スピードが速いため、家屋近くで発生した 

場合、逃げ遅れる人が多い災害です。 
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 ③地すべり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※地すべり危険箇所：空中写真の判読や被害記録の調査、現地調査により地すべりの発生する

恐れがあると判断された箇所 

 ※地すべり危険区域：地すべり危険箇所のうち、法律で指定されているところ 

 

２．土砂災害の危険箇所 

・地下水が粘土のようなすべりやすい地層に 

しみこんでそこから上の地面が滑り出す 

災害です。 

・普段は１日に数 mm 程度のゆっくり動きます 

が、突然スピードを増すことがあります。 

・広い範囲で地面がすべり、家屋や道路を壊し 

たりします。 

地すべり危険箇所 

土石流危険区域(土石流の堆積

や氾濫が予想される区域) 

急傾斜地崩落危険箇所等 

出典：静岡県土砂災害情報マップ 

    ホームページ 
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●静岡県第３次地震被害想定（2001 年策定）での山・崖崩れによる建物被害推定 

出典：浜松市ホームページ
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東日本大震災の津波被害を踏まえた浜松市の津波対策 中間報告書  

(平成 23 年 10 月 浜松市津波対策プロジェクト会議)より抜粋 

(1) 東日本大震災の教訓 

東日本大震災の津波避難にかかわる教訓として次の 3 点が挙げられる。 

① 釜石の小中学生が防災教育を活かして無事であった(釜石の奇跡)。しかし、これは奇跡では

なく、長年の地道な津波避難訓練等の必然的な結果であった。 

② 近所の人が、「津波が来るから逃げないと危ない」と言ってくれ、避難のキッカケになった。

人は、津波は来ないと自分の都合のいいように思い込み(正常化バイアス)、避難行動に移れな

かった。 

③ 避難したらおかしいと他人に思われるかもしれないと思い(多数性同調バイアス)人はなかな

か逃げられなかった。つまり、過去経験したことのない出来事が突然身の回りに起きたとき、

その周囲に存在する多数の人の行動に左右されてしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 津波避難方法の基本的考え方 

前述の教訓から本市の津波避難方法の基本は、次の 3 点である。 

① 正しい知識 

・ 災害図上訓練(DIG 訓練)や防災講座を通して、津波知識、地域の危険箇所を把握する。 

(例えば、ブロック積倒壊の危険性のある箇所を回避する避難ルート) 

・ 小中学校の児童・生徒を対象に防災教育を行い、親へ波及させる。 

② 逃げ方 

・ 大きな揺れを感じたら、すぐ避難！(サイレンや TV 情報を待たずに) 

・ 逃げながら大声で「津波だ！逃げろ！」と言いながら逃げられないでいる住民の避難意

識にスイッチを入れる。 

・ 家族は必ず安全な場所へ避難していると信じて、自分ひとりでも高いところへ早く逃げ

る(ただし、事前に家族と避難する場所や連絡先などの取り決めが必要)。 

③ 率先した避難者 

・ 自ら率先して避難者となり、群衆行動のキッカケを作る。 

 

災害時に陥りやすい心理状態（東日本大震災の教訓より） 

①正しい知識 

②逃げ方 ③率先避難者 

避難行動


